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、
そ
の
精
神
に
会
員

一
向

感
銘
を
深
く
し
た
次
第
で
あ
る
。

終
了
後
食
堂
で
歓
談
し
、
先
般
の
謝

恩
の
意
味
で
さ
さ
や
か
な
二
次
会
等
に

よ
り
、
相
互
の
理
解
と
親
陵
を
深
め
た
。

当
ク
ラ
ブ
も
異
色
あ
る
存
在
と
し
℃
、
一
・
ク
ロ
ス
、
先
に
い
っ
た
自
衛
隊
一
日
一
尚
、
お
招
き
し
た
幹
部
と
出
席
全
会

い
よ
い
よ
活
動
期
に
入
り
、
会
員
相
互
の
一
入
隊
の
実
況
を
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
収

一

員
に
よ
り
、
試
写
会
を
行
い
、
好
評
サ

潔
解
も
一
段
と
深
ま
っ
て
、
例
会
等
の
出

一

め
、
そ
の
編
集
、
録
音
檎
成
徐
行
っ
た
。
一
ク
サ
ク
:
:
:

席
率
も
と
み
に
向
上
し
、
研
修
、
見
学
等
一
撮
影
編
集
担
当
梶
隊
員
、
録
音
構
成
最

一
六
、
第
六
回
例
会
、
士
月
十
六
日
夜
六
時

の
行
事
も
盛
上
り
を
見
せ
て
い
る
事
は
誠
一
上
隊
員
、
カ
ッ
ト
今
回
隊
員
、
雑
務
佐
一
於
泉
屋
(
出
席
二
十
二
名
)

に
喜
乙
は
し
き
限
り
で
あ
る
。

一

々
木
隊
員
、
馴
れ
な
い
仕
事
で
も
あ
り
、
一
談
話
者
、
横
地
青
果
閥
横
地
会
員

記

一

大
変
な
労
力
と
苦
心
の
程
が
し
の
は
れ
一
「
香
港
、
台
湾
の
視
察
に
つ
い
て
」

一
、
第
四
回
例
会
、
八
月
十
五
日
夜
六
時

一

た

次

第

で

あ

る

。

一

先

般

、

当

横

池

会

員

が

右

記

方

面

へ

、

於
泉
屋
(
ド
シ
ヤ
降
り
の
雨
)
十
一
名
一
四
、
第
四
回
役
員
会
、
八
月
二
十
七
日
夜
一
国
際
空
港
よ
り
飛
び
立
ち
、
道
内
よ
り

談
話
者
、
小
林
時
計
居
、
流
行
の
先
制
柵
一
六
時
、
於
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
議
室
、
一
選
ば
れ
て
「
バ
ナ
ナ
の
流
通
機
構
」
に

を
行
く
装
飾
品
と
し
て
質
重
品
の
認
識
一
毎
例
会
日
の
選
定
に
つ
い
て
、
会
費
の

一

つ
い
て
視
察
し
て
ζ
ら
れ
た
の
で
そ
の

を
深
め
大
い
に
参
考
と
な
る
。
一
納
入
情
況
に
号
い
て
、
会
報
発
行
の
原

一

土
産
話
レ
を
伺
っ
た
。
バ
ナ
ナ
の
話
し

こ
、
自
衛
隊
一
日
入
隊
見
学
に
つ
い
て
、
一
稿
依
頼
等
に
づ
い
て
、
終
了
後
一
日
入
一
は
と
も
か
く
、
も
ろ
も
ろ
の
四
方
山
話

八
月
十
七
日
自
午
后

一
時
、
主
翌
午
前
一
隊
に
於
け
る
試
写
会
を
行
う
(
九
名
こ
し
に
花
が
咲
い
て
巧
み
な
話
術
品
の

中
安
加
隊
員
?
手
林
、
今
回
、
儀
俄
、
一
五
、
第
五
回
例
会
、
九
月
十
六
日
夜
六
時
一
経
つ
の
も
忘
れ
て
、
熱
心
に
聴
き
人
つ

梶
、
横
地
、
池
ケ
谷
、
松
田
、
安
藤
、
一
於
泉
屋
、
自
衛
隊
幹
部
を
迎
え
て
、
上
一
た
次
第
で
あ
る
。

蔦
、
佐
川
、
員
、
最
上
、
佐
々
木
、
十
一
回
連
隊
長
、
横
田
一
一
関
(
会
計
隊
長
)
一
当
日
欠
席
の
会
員
は
、
先
方
め
ホ
ス

三
名
、
規
律
あ
る
一
日
を
有
意
義
に
送
一
太
田
二
尉
(
通
信
担
当
)
荒
木
三
尉
一
テ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
娠
り
等
?

特

に

特

っ
た
。
(
体
験
記
は
別
項
に
記
載
)
一
(
広
報
担
当
)
三
流
の
信
条
(
別
載
)
一
に
一
度
は
耳
に
入
れ
て
置
い
て
下
さ
い
。

三
、
八
ミ
リ
映
画
録
音
機
成
打
合
せ
、
八

一

に

つ

い

て

、

上

田

両

令

の

訓

辞

を

親

し

一

以

上

月
二
十
一
日
午
后
八
時
、
於
グ
リ
ー
ン

一

く
拝
聴
、
大

い

に

心

身

の

引

き

し

ま

る

一

(

佐

々

木

記

)

一
増
の
た
め
販
売
戦
に
於
て
過
当
な
る
競
争
一

じ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
之
は
自
己
の
販
売

確

固

た

る

一

が

繰

広

げ

ら

れ

て

い

る

現

況

で

す
が
、
セ
百
品
の
俊
秀
性
に
つ
い
て
の
理
解
が
号

信

念

を

も

っ

て

了

ル

ス

マ

ン

は

低

価

格

販

売

と

い

う

凶
器
一
な
い
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
セ
l

企
業
の
活
動
は
来
る
日
も
来
る
日
も
活
一
を
七
つ
泊
具
か
ら
取
り
去
り
、
自
己
尚
品

一
ル
ス
マ
ン
は
事
前
に
販
売
価
格
を
決
定
し
、

発
に
続
け
ら
れ
、

ζ
れ
に
停

-i
l
l
i
l
i
-
-
-
--
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1ー

j
「
確
固
た
る
信
念
を
も
っ
て
セ

う

経

費

は

毎

日

吉

さ

れ

℃

一

統

一

l
ル
ス
に
臨
む
べ
し
」
と
強
調

お

り

、

し

か

も

乙

の

経

費

は

一

'

-

〆

，

、

，

r

p

z

t

↑
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
第
に
上
昇
の
傾
向
に
あ
り

一

セ

ー

ル

ス

マ

ン

心

得

帳

一

す

ま
す
の
で
売
上
高
の
増
進
は

一

(

そ

の

こ

)

一

(

手

林

俊

夫

)

何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
、
此

「

1

1

11
1
1
1
1
1
1
11
1
1
11
1
1
1
1
1
L

が
達
成
さ
れ
な
い
と
企
業
は
生
き
て
い
く
一
の
俊
禿
さ
を
大
い
に
認
識
ロ
レ
、
低
価
格
と
↑

乙
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
亦
売
上
高
の
増
進
一
い
う
最
後
の
切
私
を
用
い
な
く
と
も
大
き
一

と
共
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
絞
売
価
格
の
一
な
自
信
を
も
っ
て
販
売
戦
に
望
む
こ
と
で
一

維
持
で
す
。

最
近
の
各
業
界
に
於
て
生
涯

一
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
販
売
に
困
難
を
感

一

(
そ
の
三
)
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年
の
瀬
も
迫
っ
て
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い

そ
し
て
此
の
二
、
三
日
は
叉
何
と
言
う
事

で
あ
ろ
ろ
、
衆
議
選
に
二
十
万
都
市
の
釧

路
よ
り
議
員

一
名
を
も
送
ら
れ
な
か
っ
た

と
は
、
叉
そ
の
翌
日
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗

殺
さ
れ
る
と
言
う
全
く
何
が
何
だ
か
解
ら

な
い
悲
劇
の
連
続
に
呆
然
自
失
の
態
で
仕

事
も
ろ
く
ろ
く
手
に
つ
か
ぬ
始
末
。

あ
す
な
ろ
三
号
も
漸
く
発
刊
の
運
び
と

な
っ
て
三
号
紙
と
言
わ
れ
る
如
く
同
人
紙

は
三
号
迄
が
命
数
な
の
か
、
そ
の
大
半
の

原
因
は
経
済
的
理
由
に
よ
る
の
だ
が
、
吾

が
ア
ス
ナ
ロ
は
原
稿
の
集
り
が
原
因
、
文

は
や
り
た
し
書
く
手
は
持
た
ぬ
類
で
、

期

末
と
も
な
る
と
殊
更
ら
、
繁
忙
故
に
此
の

傾
向
が
益
々
強
く
な
っ
て
く
る
。

こ
ん
な
時
は
せ
め
て
ス
ト
レ
ス
症
状
を

鎮
静
さ
せ
る
為
め
に
も
ベ
ン
を
と
り
原
稿

用
紙
に
取
り
組
む
の
も
良
薬
だ
ト
訟
は
想

う
の
だ
が
。

去
る
八
月
十
七
日
一
日
自
衛
官
を
体
験

し
て
非
常
に
心
身
と
も
活
返
っ
た
様
な
快

感
を
覚
え
た
も
の
だ
っ
た
。

偶
に
は
全
然
異
っ
た
環
境
に
自
分
を
置

い
て
見
る
の
も
大
い
に
窓
義
あ
る
様
だ。

そ
ん
な
時
意
外
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
事
が

多
い
、
自
衛
隊
訪
問
も
現
代
青
年
の
指
導

と
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
探
究
に
あ
っ
た

が
、
そ
の
点
は
充
労
把
握
し
尚
お
且
つ
何

処
の
社
会
も
同
じ
だ
が
指
導
的
幹
部
が
卒

先
目
的
達
成
の
た
め
苦
労
が
多
い
も
の
だ

と
塑
解
さ
れ
た
が
・

ア
ス
ナ
ロ
も
漸
く
幹
部
の
疲
労
が
目
立

っ
て
来
た
様
な
兆
し
が
見
え
る
、

会
員
各

位
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い
し
た
い
昨
今

で

あ

る

。

(

梶
生

)
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最
近
の
商
品
市
場
は
新
製
品
な
る
も
の

が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
一
関
連
し
て
色

々
の
宣
伝
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
商
品
の
動
き
を
見
て
い
お
と
一
穏
定

型
的
過
程
を
も
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

商
品
を
価
格
や
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
だ
け

で
効
果
的
結
果
を
得
る
と
と
は
む
づ
か
し

い
で
あ
ろ
う
山
商
品
を
平
面
的
に
で
は
な

く
商
品
の
過
程
を
利
益
性
と
の
関
連
に
お

い
て
研
究
す
る
の
も
有
益
な
方
法
と
考
え

ら
れ
る
。

商
品
の
一一
過
程
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
即
ち
商
品
は
導
入
、
成
長
、
繁
栄
、

衰
退
の
各
期
を
も
っ
て
そ
の
各
期
を
相
異

な
っ
た
速
さ
で
経
過
す
る
。

ζ

の
過
程
と

利
益
と
は
単
純
な
関
係
に
あ
る
。
単
位
当

り
純
利
益
は
成
長
期
に
鋭
く
上
昇
し
、
繁

栄
期
に
は
量
と
反
比
例
し
て
下
降
す
る
。

こ
の
よ
う
に
各
期
か
異
な
っ
た
性
格
を
も

っ
て
い
る
以
上
各
期
の
車
窓
雪
重
点

と
さ
れ
る
こ
と
が
異
な
っ
て
く
る
。

第
一
の
導
入
期
の
要
因
は
、
商
品
の
製

造
を
進
め
ザ
の
た
め
の
調
査
研
究
と
売
出
す

技
術
で
あ
る
。

ζ
の
期
は
利
益
は
で
な
い

だ
ろ
う
。

第
二
の
成
長
期
で
は
、
市
場
に
出
た
商

品
の
市
場
性
を
保
つ
た
め
必
要
な
だ
け
量

産
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
期
に
於
て
商

品
を
い
じ
く
り
ま
わ
し
て
競
争
相
手
に
市

場
を
占
領
さ
れ
る
よ
り
も
、
質
よ
り
量
が

大
切
で
あ
る
。
利
益
も
急
に
増
加
す
る
。

併
し
危
険
性
も
あ
る
が
、
乙
の
期
で
の
危 佐 ー

々

木

険
性
は
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
三
の
繁
栄
期
で
は
、
競
争口
問
も
十
分

市
場
に
出
廻
り
優
劣
を
つ
け
が
た
く
な
る

の
で
、
販
売
は
特
性
と
か
モ
デ
ル
の
変
更

が
中
心
と
な
る
。
叉
こ
の
期
で
は
ま
っ
た

く
十
分
ゆ
き
わ
た
っ
た
と
見
ら
れ
る
市
場

に
新
ら
し
い
開
拓
を
お
こ
な
う
と
云
う
問

題
も
生
じ
て
く
る
(
化
粧
品
を
明
隆
へ
等

の
開
拓
)
。
利
益
は
配
給
コ
ス
ト
一
一局
の
た

め
下
降
す
る
。

最
後
の
衰
退
期
は
、
価
格
競
争
、
消
費

者
の
選
択
間
同
等
に
よ
り
企
業
の
各
段
階
に

於
け
る
コ
ス
ト
削
減
が
要
諮
さ
れ
、
財
務
一

統
制
と
調
整
さ
れ
た
経
営
が
必
票
と
さ
れ
一

る

。

一

商
品
が
か
か
る
過
程
を
も
つ
も
の
で
あ
一

る
な
ら
、
商
品
の
利
益
性
は
そ
の
ど
の
点
一

に
あ
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
事
実
一

が
商
品
政
策
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
を
与
一

え
て
く
れ
あ
で
あ
ろ
う
。
し
か
レ
て
各
期
一

に
合
っ
た
価
格
、
品
質
、
配
給
の
改
訂
も

行
れ
る
で
あ
ろ
う
。

商
品
の
か
か
る
性
格
を
研
究
す
る
こ
と

が
有
益
で
あ
り
、
今
後
研
究
さ
れ
遜
当
に

使
わ
れ
る
と
し
て
、
経
営
者
に
と
っ
て
大

切
な
ζ
と
は
商
品
の
か
か
る
過
程
を
前
も

っ
て
確
認
す
る
ζ
と
で
あ
り
、
明
確
な
予

測
を
た
て
る
乙
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

商
品
の
マ

l
ケ
テ
イ
ン
ゲ
を
行
v
♀
問
日間
担

当
者
を
考
え
、
か
か
る
人
を
見
つ
け
、
訓

練
す
る
乙
と
が
会
社
に
と
っ
て
重
要
な
問

題
で
も
あ
る
。
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留

意

点

一
、
現
金
管

理

に

つ

い

て

相

当

高

額

な

商

品

で

あ

っ

て

も

忙

が

し

経
営
規
模
の
如
何
を
問
わ
ず
、
ど
ん
い
と
き
に
は
、
け
と
ば
し
て
通
る
ζ
と

な
庖
で
も
現
金
管
理
は
し
て
い
る
こ
と
も
な
い
と
は
一
玄
え
な
い
。

と

思

う

。

本

来

な

ら

現

金

の

何

倍

も

の

手

間

ひ

一
日
の
営
業
を
終
え
て
、
そ
の
日
の
ま
を
商
品
管
理
に
掛
け
て
も
然
る
べ
き

出
入
れ
と
、
金
銭
出
納
帳
の
引
合
い
、
な
の
に
案
外
気
が
付
か
な
い
の
で
は
な

そ
し
て
合
わ
な
け
れ
ば
合
う
ま
で
や
る
か
ろ
う
か
。

だ
ろ
う
。
現
金
は
毎
日
銀
行
に
預
入
し
」
三
、
数
字
が
掴
む
商
品
管
理
に
つ
い
て

支
払
は
小
切
手
に
よ
る
、
即
ち
実
質
的
一
各
種
商
品
の
売
れ
筋
の
発
見
と
毎
日

に
は
現
金
管
理
は
銀
行
が
代
っ
て
や
っ
一
の
出
入
れ
及
び
手
持
高
の
把
握
、
或
は

て
呉
れ
て
る
こ
と
で
あ
る
。
一
商
品
ロ
ス
の
徹
底
的
防
止
等
、
数
字
を

そ
の
よ
利
息
ま
で
付
け
て
見
て
い
て
一
も
つ
て
の
商
品
管
理
は
極
め
て
重
要
な

く
れ
る
の
で
、
此
の
面
は
完
全
管
理
さ
一
役
割
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

れ
て
い
る
と
云
え
る
の
で
あ
る
匂
一
従
っ
て
具
体
的
に
数
字
と
し
て
掘
ん

二

、

商

品

管

理

に

つ

い

て

一

で

い

な

け

れ

ば

本

当

の

商

品

管

理

は

出

と
こ
ろ
が
手
持
商
品
の
場
合
は
ど
う
一
来
な
い
。

だ
ろ
う
。
現
金
に
対
す
る
数
倍
い
や
数
一
売
上
げ
利
益
を
上
げ
る
た
め
に
懸
命

千
倍
も
の
常
時
手
持
が
普
通
で
あ
る
。
一
の
努
ガ
を
し
て
い
る
の
と
こ
ろ
が
実
際

そ
し
て
現
金
は
決
し
て
利
益
を
生
む
一
に
商
品
ロ
ス
率
の
多
い
と
と
を
知
ら
な

も
の
で
は
な
い
が
、
商
品
は
こ
れ
か
ら
一
い
。

利
益
を
生
む
大
切
な
源
泉
で
あ
る
。
一
商
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て

叉
、
現
金
は
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
一
売
上
利
益
率
を
増
す
こ
と
が
出
来
る
の

減
る
こ

ιが
な
い
。
然
し
商
品
は
腐
敗
一
で
あ
る
。

と
か
、
目
減
り
、
流
行
お
く
れ
な
ど
値
一
回
、
商
品
の
回
転
率
に
つ
い
て

打
ち
が
之
ん
ど
ん
下
る
。
全
く
生
き
も
一
商
品
の
回
転
率
を
よ
く
す
る
こ
と
は
、

の

で

あ

る

。

一

利

益

の

節

約

が

出

来

、

ロ

ス

市

中

'

を

低

く

こ
の
よ
う
に
大
切
な
商
品
で
あ
る
に
一
す
る
。

も
拘
ら
ず
、

実
際
に
ど
の
よ
う
な
管
理
一
従
っ
て
回
転
率
ぞ
よ
く
す
る
た
め
に

が
な
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
は
、
仕
入
の
一
切
ス
ト
ッ
プ
空
る
か
最

例
え
ば
庖
の
通
路
に
一
円
落
ち
て
い
一
少
限
度
に
と
ど
め
る
。
そ
し
て
毎
日
の

て
も
お
そ
ら
く
誰
で
も
拾
う
こ
と
だ
ろ
一
売
上
に
よ
っ
て
自
然
に
手
持
の
減
る
の

う
。
だ
が
之
が
商
品
の
場
合
ど
う
か
、
一
を
待
つ
よ
り
止
む
を
得
な
い
。

C
 

つ

て

し、

但
し
、
此
の
場
合
売
れ
な
い
商
品
ば

か
り
手
持
と
な
り
売
上
げ
が
減
る
こ
と

も
当
然
考
え
ら
れ
る
ζ

と
で
あ
る
が
、

と
れ
は
手
持
商
品
の
内
容
を
検
討
す
る

と
と
を
忘
れ
商
品
回
転
率
に
の
み
こ
だ

わ
り
商
品
の
売
れ
筋
を
抗
尤
で
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

五
、
棚
卸
の
目
的
に
つ
い
て

棚
卸
は
現
在
手
持
を
知
る
の
み
が
目

的
で
は
な
い
。
帳
符
と
の
照
合
差
異
を

分
析
し
、
商
品
ロ
ス
の
原
因
追
究
、
或

は
売
れ
筋
を
招
み
仕
入
計
画
室
閣
て
る

な
ど
、
極
め
て
積
極
的
な
目
的
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
棚
卸
は
商
品
管

理
の
区
切
り
と
な
る
の
で
あ
る
。

六
、
商
品
管
理
の
霊
要
性
に
つ
い
て

乙
の
乙
と
は
、
商
品
管
理
が
そ
の
鐙

会
社
、
或
は
庄
の
繁
盛
を
左
右
す
る
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る

U

即
ち
異
常
数
字
を
発
見
し
た
と
き
は
、

直
ち
に
そ
の
原
因
を
追
究
す
る
と
と
に

よ
り
改
善
が
生
ま
れ
、
損
失
の
防
止
が

ノ
出
来
る
ζ
と
に
な
る
。

其
処
に
高
い
商
品
回
転
率
、
低
い
蕗

口
問
ロ
ス
率
、
急
速
な
売
上
げ
成
長
率
が

生
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
匂

河

合一轟
生



ぷ当
日

湾

を

旅

N ¥--ノ

し

て

『
米
暑
い
台
湾
」
九
月
四
日
九
時
ノ

l
一
年
で
中
学
か
ら
は
試
験
制
度
だ
。
初
等
中

ス
ウ
エ
ス
ト
機
(
百
五
十
人
乗
)
で
、
羽
一
学
は
三
年
。
高
等
中
学
三
等
。
大
学
は
四

回
空
港
を
出
発
、
三
時
間
で
台
北
飛
行
場
一
年
だ
そ
う
だ
。
男
は
二
十
才
に
な
る
と
こ

に
つ
い
た
。
暑
い
と
は
覚
悟
し
て
居
た
が
一
一
ゲ
年
寧
隊
生
活
だ

β

支
那
諮
は
北
京
語
だ

台
北
飛
行
場
に
つ
き
、
タ
ラ
ッ
プ
壱
F
D
一が
英
語
は
相
当
力
を
入
れ
て
い
る
様
で
し

た
時
に
は
全
く
変
腿
を
ぬ
か
れ
た
。
コ
ン
一
た
。
人
町
資
源
は
豊
富
で
、
給
料
等
は
壮
一
ハ

ク
リ

1
ト
の
上
を
走
る
風
は
、
北
潟
道
の
一
常
に
安
い
と
の
事
。
初
等
中
学
卒
業
し
て

山
火
事
の
火
風
の
様
だ
。
下
り
た
尽
か
用
者
一
月
三

i
四
千
円
位
(
臼
本
の
円
に
し
て
)

く
て
思
わ
ず
引
き
込
ん
だ
。
官
公
庁
、
大
一
で
食
べ
る
丈
だ
そ
う
だ
。
高
等
中
学
を
卒

き
な
会
社
等
は
、
八
時
出
動
、
正
午
よ
り
一
楽
し
て
、

t

五

1
六
千
円
で
、
食
べ
て
少
し

午
後
四
時
ま
で
、
午
睡
時
間
で
皆
吾
家
に
一
残
る
位
だ
そ
う
だ
の
大
学
を
卒
業
し
て
矢

帰
り
、
昼
寝
を
す
る
。
そ
れ
で
昼
食
は
携
一
楽
し
て
い
る
者
が
、
沢
山
い
あ
ら
し
い
。

行
せ
ず
、
家
で
食
べ
る
。
四
時
に
叉
出
動
一
労
働
力
仕
実
に
豊
富
だ
。
そ
れ
で
電
気
洗

六
時
退
勤
で
、
一
日
六
時
間
勤
務
だ
。
一
濯
機
、
電
気
掃
除
機
等
は
、
貿
う
人
が
い

『
米
汽
車
旅
行
』
客
車
は
全
部
ヂ
1
ゼ
一
な
い
と
の
乙
と
だ
。
一
ヶ
月
五

0
0円
出

ル
機
関
車
で
皆
臼
本
製
だ
。
客
車
に
は
ど
一
せ
ば
-
毎
日
来
て
そ
の
家
の
洗
濯
物
を
全

の
答
率
に
も
男
女
一
名
づ
っ
、
サ
ー
ビ
ス
一
部
を
洗
い
、
干
し
て
行
く
そ
う
で
す
ω

掃

ボ

1
イ
が
居
て
、
お
茶
と
つ
め
た
い
お
絞
一
徐
の
亦
も
同
じ
様
で
、
掃
除
機
を
貿
う
よ

り
ぞ
全
員
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
呉
れ
る
。
又
一
り
も
、
一
ヶ
月
掃
除
夫
を
使
っ
た
万
が
安

客
車
内
は
実
に
よ
く
掃
除
し
て
あ
り
、
一
一
く
な
る
そ
う
で
す
。

日
旅
行
し
て
も
、
紙
切
れ
一
枚
洛
ち
て
居
一
「
米
生
活
』
准
戦
時
:
・
』
と
一
ぞ
っ
と

な
い
。
旅
行
者
の
衛
生
、
清
潔
、
公
衆
道
一
ζ

ろ
で
し
ょ
う
か
?
。
皆
よ
く
働
い
て
居

徳
は
、
実
に
よ
く
守
ら
れ
て
い
る
。
日
本
一
り
、
日
本
で
戦
時
中
見
た
様
な
標
語
が
、

の
旅
行
と
は
全
く
異
い
、
一
日
乗
っ
て
も
一
各
所
で
見
受
け
ら
れ
、
よ
く
頑
張
っ
て
い

始
発
の
時
乗
っ
た
時
と
同
じ
で
、
全
く
気
一
守
口
僚
で
し
た
。
人
口
の
割
合
に
、
軍
人
が

分
が
よ
い
e

お
茶
は
次
々
補
充
に
来
る
し
」
多
い
為
か
、
税
金
等
は
高
い
様
で
し
た
。

幾
ら
飲
ん
で
も
無
料
だ
。
ツ
メ
タ
イ
お
絞
一
生
活
必
要
品
は
あ
る
が
、
資
沢
品
は
見
受

り
も
一
度
丈
で
な
く
一
時
間
に
一
度
位
の
一
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
生
活
程
度
は
よ
く
分
ら

割
で
全
員
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
呉
れ
る
。
一
な
い
が
・
・
、
悪
い
と
は
見
受
け
ら
れ
ま

実
に
気
分
の
よ
い
旅
行
が
出
来
た
。
一
せ
イ
ん
で
し
た
が
、
文
化
程
度
は
日
本
と
比

『
米
教
育
と
労
働
力
』
義
務
教
育
は
六
一
べ
る
と
相
当
の
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

(3) 

横

地

重

一
服
装
は
男
女
共
に
、
日
本
と
殆
ん
ど
異
は
一
倍
は
ぺ

J
dれ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

τた
。
九
月
の
例
会
に
札
幌
出
張
の
為
欠

一
な
い
。

一
般
人
の
交
通
は
自
転
車
と
、
=
二

h

北

gh
で
飲
む
ピ

l
ル
は
う
ま
い
F

と
一
席
し
ま
し
た
が
、
今
迄
に
な
く
多
数
の
出

一
輪
車
で
、
ハ
イ
ヤ
ー
、
パ
ス
等
は
非
常
に
一
い
わ
れ
札
幌
の
工
場
で
飲
む
サ
ッ
ポ
ロ
ピ
一
席
が
あ
り
、
大
変
盛
会
で
、
お
招
き
し
た

一
少
な
い
。
台
北
市
の
人
口
ほ
百
三
十
万
だ
一

1
ル
の
味
は
忘
れ
ら
れ
な
い
な
ど
よ
く
聞
一
自
衛
隊
幹
部
の
方
々
か
ら
深
謝
さ
れ
ま
し

一
が
、
街
を
歩
い
て
見
る
と
、
車
の
数
は
、
一
か
さ
れ
ま
す
が
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
品
一
て
恐
縮
し
て
い
る
次
第
で
す
。

梶
編
集
長

一
釧
路
の
半
分
以
下
し
か
走
っ
て
い
な
い
。
一
質
の
よ
さ
は
勿
論
で
す
が
、
ピ
l
ル
は
新
一
の
八
ミ
リ
も
非
常
に
良
い
出
来
栄
え

一
ま
だ
天
秤
で
荷
物
を
運
ん
で
い
る
人
が
沢
一
鮮
な
程
ρ

う
ま
い
グ
の
で
す
。
北
海
道
に
一
で
鴎
堂
の
参
加
者
の
「
大
か
っ
さ
い
」
を

山
い
い
る
。
貨
物
自
動
車
の
数
も
実
に
少
一
限
ら
ず
工
場
で
飲
む
の
が
、
新
鮮
さ
は
勿
一
浴
び
た
事
を
き
き
ま
し
て
、
大
変
嬉
し
く

く
、
ど
の
車
を
見
て
も
、
オ
ン
ボ
ロ
自
動
一
論
の
こ
と
製
品
管
理
も
行
き
届
い
て
い
ま
一
思
っ
て
お
り
ま
す
。
「
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
」

車
ば
か
り
だ
。
最
近
日
本
商
品
が
多
く
な
一
す
し
一
一
番
う
ま
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
気
一
は
き
ゅ
う
く
つ
な
会
で
な
い
筈
で
す
か
ら
、

り
、
日
本
と
の
商
取
引
が
急
に
増
加
し
た
一
混
と
湿
度
の
関
係
が
震
要
な
き
め
手
に
な
一
会
合
に
出
来
る
だ
け
皆
が
集
っ
て
大
い
に

の
で
、
若
い
青
年
間
に
、
日
本
語
熱
か
出
一
り
ま
す
。
気
温
が
高
く
湿
度
が
少
な
い
時
一
語
り
合
い
、
啓
蒙
し
合
い
た
い
と
い
つ
も

初
め
、
夜
学
ゃ
、
塾
等
で
日
本
語
を
勉
強
一
が
良
い
わ
け
で
、
一
般
に
日
本
は
湿
宍
か
一
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

す
る
人
が
多
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
年
令
一
高
い
万
で
、
北
海
道
だ
け
は
そ
の
例
外
で
一
去
る
十
月
三
日
に
東
栄
小
学
校
の
開
校

が
三
十
才
以
上
の
人
は
、
全
部
日
本
諮
が
一
す
。
従
っ
て
北
海
道
は
ビ

l
ル
手
飲
む
に
一
六
十
周
年
の
記
念
祝
典
が
あ
っ
た
際
に
全

話
レ
で
き
ま
す
。
一
は
格
好
の
条
件
を
そ
な
え
て
い
る
わ
け
で
一
児
震
に
花
瓶
を
記
念
品
と
し
て
贈
っ
た
が
、

以
上
色
々
書
い
た
が
、
日
本
を
師
削
れ
て
見
一
す
。
本
州
で
も
空
気
の
乾
燥
し
た
時
な
ら
一
茶
先
生
は
花
瓶
よ
り
図
書
を
、
花
火
を
あ

て
初
め
て
、
日
本
の
良
さ
と
、
日
本
の
有
一
や
は
り
う
ま
く
飲
め
ま
す
。
一
げ
た
り
四
百
人
も
の
人
を
集
め
て
催
す
熱

難
さ
が
、
よ
く
分
る
一
事
を
、
故
後
に
特
に
一
叉
ぬ
ま
ぬ
る
い
ピ

i
ル
は
い
た
だ
け
ま
一
意
を
真
の
学
校
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に

力
説
致
レ
皮
い
と
思
い
ま
す
。
此
の
外
に
一
せ
ん
そ
う
か
と
い
っ
て
つ
め
た
す
ぎ
る
の
一
集
中
出
来
ぬ
も
の
か
と
い
っ
て
た
が
、
形

蓄
さ
段
い
事
ゐ
、
沢
山
あ
お
か
今
日
は
こ
一
も
泡
立
ち
が
悪
く
日
開
が
良
く
わ
か
ら
な
い
一
式
的
な
も
の
に
対
す
る
批
判
と
し
て
我
々

れ
で
失
礼
致
レ
ま
す
。

一
t

も
の
で
す
。
夏
で
八
段

1
九
度
冬
で
一

O
一
も
大
い
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

度

1
一
一
二
度
位
が
適
し
た
温
度
と
い
わ
れ
一
と
で
あ
ろ
う
か
?
・
。

ま
す
。
次
に
ド
イ
ツ
で
は
ピ
1

ル
の
ア
ワ
一
今
年
の
四
月
に
日
赤
病
院
で
痔
の
手
術

を
ビ
l
ル
の
花
と
い
っ
て
と
て
ら
大
切
に
一
し
て
以
来
ア
ル
コ
ー
ル
類
か
ら
遠
ざ
か
っ

し
ま
す

e
r
l
ル
の
中
の
炭
酸
ガ
ス
が
ア
一
て
い
る
が
、
な
に
ぶ
ん
未
だ
若
い
の
で
?

ワ
が
め
る
た
め
に
逃
げ
な
い
の
で
す
。
一
そ
ろ
そ
ろ
淋
し
い
思
い
を
し
て
る
が
、
手

つ
ぐ
と
き
も
コ
ッ
プ
の
二
劃
位
は
ア
ワ
一
術
後
の
苦
痛
を
思
え
ば
も
う
少
し
と
思
つ

で
ア
ワ
の
下
か
ら
グ

l
ト
飲
む
の
が
一
番
一
て
や
せ
我
慢
を
出
し
て
ま
す
が
、
末
広
町

う

ま

い

の

み

方

で

す

。

一

の

ネ

オ

ン

の

灯

が

怒

し

い

で

す

ね

。

ζ
れ
か
ら
は
ス
ト
ー
ブ
の
傍
で
風
呂
上
一
今
の
処
仕
事
オ
ン
リ
ー
と
い
う
処
で
自

り
飲
む
ピ

1
ル
の
味
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
分
を
慰
め
て
居
り
ま
す
。

会
員
諸
兄
も
大
い
に
飲
ん
で
大
い
に
働
一
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
の
バ
ツ
ヂ
も
白
を
経

き

ま

し

ょ

う

。

一

あ

に

従

っ

て

「

い

ぶ

し

銀

」

の

様

に

な

っ

て
衆
ま
し
た
。
先
日
札
幌
の
某
商
社
へ
お

伺
い
し
た
ら
私
の
パ
ツ
ヂ
を
見
て
あ
す
な

ろ
ク
の
バ
ツ
ヂ
で
す
ね
と
い
わ
れ
て
大
変

い
い
気
分
で
し
た
。

秋
風
が
愈
々
身
に
泌
み
て
来
ま
し
た
。

会
員
各
位
の
御
自
愛
と
御
活
躍
を
切
に
祈

っ
て
お
り
ま
す
。
十
月
八
日

幸

ビ

筆 izlレ
数 一 &:-

排頁島 ‘三

商つ
会

村警 ，'"、

氏務 ;て

サ
ン
ト
リ
ー
ピ

l
ル
が
四
月
か
ら
販
売

さ
れ
酒
類
業
界
が
由
々
自
由
化
躍
進
の
時

代
に
突
入
す
る
に
当
り
当
社
志
向
再
開
会

で
総
売
上
げ
の
八

O
骨
を
占
の
て
い
る
ピ

i
ル
に
つ
い
て
の
べ
て
み
ま
す
。

先
づ
生
産
訟
で
す
が
、
ピ

l
ル
の
消
費

髭
が
、
年
々
増
大
し
て
年
間
何
割
と
い
う

急
速
な
伸
長
率
を
示
し
て
年
間
約
二
五
億

本
に
達
す
る
消
費
量
を
み
る
に
至
っ
て
い

る
。
生
活
が
万
一
事
合
理
化
さ
れ
冷
蔵
庫
の

普
及
と
か
今
迄
夏
の
飲
み
物
と
さ
れ
て
い

た
ピ

l
ル
が
、
冬
で
も
良
く
飲
ま
れ
る
な

ど
で
?
昭
和
四
十
一
年
頃
に
は
現
在
の
二

身

辺

雑

記

手

林

夫

俊

暦
も
う
す
く
な
っ
て
、
士
月
の
訪
れ
と

共
に
今
年
も
四
分
の
一
と
な
っ
て
了
い
ま



そ

ギ目仇

と

物

三泊、
長岡

価

.. ~;，、

一

英

田

社
会
党
の
諸
氏
が
声
を
か
ら
し
で
政
府
一
ま
っ
た
。

の
物
価
問
題
を
攻
撃
し
て
い
る
。
一
私
の
家
も
一
家
そ
ろ
っ
て
の
そ
ば
好
き

そ
の
割
合
に
五
、
六
年
前
の
大
き
な
シ
一
で
日
曜
等
煩
い
畑
山
い
の
物
を
註
文
す
る
の

ヤ
モ
ジ
を
振
り
か
ざ
し
て
の
主
婦
連
の
デ
一
で
す
が
、
一
回
に
伊
藤
博
文
が
禁
様
で

モ
ス
テ
レ

l
シ
ヨ
ン
回
見
ら
れ
な
い
。
一
は
大
衆
的
な
庶
民
の
た
ベ
物
と
は
い
わ
れ

世
の
中
が
溶
付
い
た
の
か
、
ふ
と
ζ
ろ
一
な
く
な
っ
て
来
て
ま
す
。
随
分
前
口
上
が

ぐ
あ
い
が
良
く
な
っ
た
の
か
?
、
私
の
綴
一
一
長
い
の
で
す
か
、
釧
路
の
そ
ば
を
比
較
し

に
塩
が
幾
ら
し
て
、
砂
糖
の
価
格
が
ど
の
一
て
、
乙
の
関
本
州
製
紙
恥
の
四
レ
ポ
ー
ト

位
し
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
く

一
紙
を
拝
見
し
、
そ
ば
の
値
段
と
紙
の
値
段

て
も
身
近
に
随
分
物
価
高
に
な
っ
て
来
て

一
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
読
物
を
拝
見
、
そ
れ

一
乙
の
が
わ
か
る
e

一
を
そ
の
ま
ま
皆
様
に
お
見
セ
レ
た
い
と
想

一
釧
路
の
名
産
の
食
物
と
い
え
ば
、
代
表
一
い
書
い
た
次
第
で
す
。
本
州
さ
ん
の
機
関

一
的
な
も
の
は
、
そ
ば
だ
と
想
う
。

一
紙
「
ハ
ト
」
で
時
専
門
の
紙
の
値
段
は
明

私
の
屈
の
社
突
か
、
川
崎
製
鉄
(
日
本

一
治
初
年
に
ポ
ン
ド
当

U
八
銭
五
亙
で
あ
つ

の
代
表
的
な
鉄
鋼
メ
ー
カ
)
の
重
役
が
釧

一
た
も
の
が
現
在
で
は
ポ
ン
ド
当
り
二
拾
八

路
に
来
た
時
、
昼
食
を
安
本
さ
ん
御
世
話

一
円
也
で
倍
率
三
一
一
一

O
倍
で
他
の
ど
の
物
価

願
い
ま
す
と
取
巻
速
に
た
の
ま
れ
て
、
東

一
よ
り
も
安
す
ぎ
る
上
が
り
も
し
な
い
紙
を

家
の
竹
老
園
へ
案
内
し
た
事
が
あ
り
ま
す
」
作
っ
て
い
る
製
紙
メ
ー
カ
ー
の
苦
労
と
努

重
役
に
随
行
し
た
取
巻
速
が
ハ
ツ
と
し
た
一
力
を
察
し
て
下
さ
い
、
と
〆
で
あ
る
と
乙

ら
し
い
。
何
げ
な
く
「
昼
食
の
時
間
に
な
一
な
ど
仲
々
の
宣
伝
と
飽
き
ま
し
た
。

り
ま
し
た
か
ら
、
そ
ば
で
も
喰
べ
ま
し
ょ

一

叉
そ
ば
の
件
に
逆
も
ど
り
レ
て
、
上
野

う
。
」
と
い
っ
た
の
で
、
一
般
的
に
安
い

一
駅
を
た
っ
て
、
高
崎
へ
行
く
途
中
に
深
谷

食
物
は
そ
ば
と
い
う
観
念
が
頭
に
あ
る
も
一
そ
ば
の
値
上
が
り
こ
杯
当
り
)

の
だ
か
ら
驚
い
た
ら
し
い
。
も
っ
と
上
等

な
物
を
す
す
め
て
呉
れ
た
ら
な
H
H
三
想
っ

た
ら
し
い
が
、
行
っ
て
ピ
ッ
ク
リ
日
本
一

の
そ
ば
屋
と
メ

l
カ
の
重
役
が
大
喜
び
で

追
加
註
文
ら
あ
っ
て
面
白
を
ほ
ど
乙
し
た

と
い
う
話
・
・
・
・
・
・
そ
の
位
釧
路
の
そ
ば
は

有
名
で
あ
り
、
又
美
味
し
い
で
す
が
、
と

の
頃
は
東
家
の
そ
ば
も
高
級
品
並
以
上
、

安
い
食
物
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
高
い
食
物

は
そ
ば
と
い
う
位
で
気
楽
に
そ
ば
で
も
と

さ
そ
う
事
の
出
来
な
い
喰
物
に
な
っ
て
し

F

と
い
弓
鼠
が
あ
り
、
有
名
な
渋
沢
栄
一
翁

の
出
生
地
へ
行
く
活
路
で
あ
り
、
ま
た
ポ

プ
ラ
苗
の
栽
培
を
し
て
い
る
櫛
引
野
へ
行

く
下
車
釈
で
も
あ
る
深
谷
駅
前
の
そ
ば
屋

の
庄
内
に
め
づ
ら
し
い
掲
示
が
あ
っ
た
の

で
紹
介
し
よ
う
と
土
地
の
在
所
迄
説
明
し

て
あ
り
、
左
の
様
な
表
を
記
し
て
あ
り
ま

し
た
。私

は
こ
の
表
一
ホ
を
拝
見
さ
せ
て
織
さ
縫

い
た
。
い
っ
た
い
一
般
物
価
は
ど
の
よ
う

に
上
昇
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・

-s-----

そ
ば
一
バ
イ
の
問
題
と
い
う
な
か
れ
私

達
あ
す
な
ろ
会
員
が
各
々
退
っ
た
裳
砲
で

そ
ば
を
対
照
し
て
自
分
の
販
売
し
て
い
る

商
品
の
値
段
を
調
べ
て
見
た
ら
、
製
紙
メ

ー
カ
ー
の
編
集
者
の
方
以
上
に
ピ
ッ
ク
リ

ず
る
事
が
多
い
と
お
も
い
ま
す
。

全
国
的
な
そ
ば
の
価
格
で
す
の
で
釧
路

の
そ
ば
な
ら
ば
二
万
倍
、
気
楽
に
そ
ば
で

も
喰
べ
ま
し
ょ
う
と
は
言
か
ね
る
様
で
す

ね
、
私
は
物
価
総
よ
り
も
庶
民
の
願
い
と

し
て
釧
路
の
そ
ば
は
日
本

一
の
折
紙
を
つ

け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
庶
民
の
味
を

大
切
に
の
こ
し
て
お
く
た
め
に
も
せ
め
て

一
万
倍
に
し
て
ほ
し
い
と
希
望
す
る
ケ
チ

く
さ
い
物
価
論
者
で
あ
り
た
い
と
望
み
ま

す。

年号・年 円銭犀倍平

i明治元i 5 l 
¥ 8 1. 6 

¥、ー〆ノ 1 2 

27 1 2 2.4 

31 1 5 3 

37 2 4 

39 3 5 7 

40 3 6 

45 3 5 7 

大 正 5 3 6 
6 4 8 

8 5 10 
9 7 14 

12 8 16 

14 10_ 20 
H召辛口 5 12 24 

「仁
10 13 26 

15 15 30 
25 15 。。 3，000 

28 20 。。 4，000 
29 ~~ 5， 000 

31 40 100 8，000 

( 38 50 100 10.000 

私

と

映

画

キ冬

井に新明にれ「明「夫二あに着直あ聞と額がる与成い更が若敬館通つ迄はうき
隆楚 理る印た王の心人十雪空し接雪象目出あ e え功つつ、くし位ったは昭とつ映

〈312詩詰時ミ言語25品35持守長ii説話許諾2
抽「の康 作 と の ど 」二最和立のれ々のるの戦映亦し気と身つ会、でがり五人でよ
い白をさ品い作れ二年初二場と悪のみとに後画 以で持振;本てに時あ退飯年は腹り

志害雪量EZ票差主主宗主Z星主霊長鮮繁謀長五雲Z宅嘉見まtそ2春宮警笠宮
に決然れいも相」年今商にてつ現のつまで画て顔が事てい時けて日と好りで杯だ
残斗もた。二次二にひ-， - ， 覗 て 在 人 独 に み のもの、を感た代たは曜毎き昭あにと

長屋嘉言手主宅古車主主霊Z4交法務琴き宅安定歪S霊おEE塾zz主主雪苦い
函爆ない五年封年俸び !女か函生歩もて e今なり二たでだあで市勿酋代十がんた
「の f乍山年以切に黒のリ工らはにみの来じ以想でム物らあとつあを論館で年、だら
長永風樫に降さ 沢 '-1'- で常密がでるって出あを大~今たま2失二・へあ頃私ろ

裂 はの て房て三味る物年な函なは去れかしの反打秀とし化あでさ悲レし時持共げ 二 のクり彼の意の崎
i段目内良 や館者深。合令つにら仕:ら映なら」は戦つ子しな「りあが痛ツ 7こ閲:つにて十づニ光方風欲街の
? 下 さ い子1てでく殊楓的て御ず事な闘いすが音映師のてがに、:f，今なトアの除去来八虹カを」景の」
に東」な 供 行 批 見 に 束jのか無ものいののす歌の爾弟「今らと貧 oj乞叫のメ映うちりた年ぞラ獲素描烈二」

雲芸長室室完封三逗富完左装定奈さR25R主2語手52Z去作品ZzZ54竺ざ毒害A管でま主主雪

i!?言語望書iii;iF器開iiiiii Z詩盟諸;iiziiii
宅露宅EZ宅写室会22認奈η察吉宗芝居三若宮Z室主ZE芸量25事Ezz高実長主委竺1己空等主
38.支るも映あ後。な7こリて、好土曽昨へ 今此仰さ包るの烈つ葉のれのいと共 つは作飛十ニ戦 l鉄心あた

;2雲そEまモ事吉寺号L22芸三軍事 Z設住雪景si9芸高九露首互主己主長官量瓦雪亙込書E撃RZ暴
言己の私事見女め第興あンがに日央心迄 え 忘 処 主宰もたを峰象然作でのいう l始四のと遂、 iテ ょ の s;;が力

手

林

俊

夫


